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必要不可欠でない需要に対する競合施設配置問題  
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且 はじめに  

競合する施設の配置問題はHotening［1】に  

よって最初l；研究され、その後様々な研究者  

によって研究されてきた。これまで扱われて  
きたほとんどの問題では、需要点から最も距  

離の近い施設がすべての需要を獲得すると仮  

定している。ところが、実際のモデルにおい  

て、需要が利用者によっ七全て満たされると  

は限らない。例えばレストランなどの配置を  

考えるにあたっては、施設と利用者の距離が  

遠くなると、その施設を利用する客の数は減  

少すると考えるのが自然である。今までこの  

ような需要に対する問題はあまり研究されて  

いない。そこで、ここでは、■必要不可欠でな  

い需要に対する競合施設配置問題に対して、  

Prezner【2】によって提案されたメジアノイド  

問題、と、壱ントロイド問題について考える。  

望 定式化  

直線上に竺個の需要点劫（豆＝1，2，…，m）  

が存在し、それらの座標をαト重み（需要量）  
を叫とする。また、競合する施設は∬，yと  

し、それぞれの座標をェ，yとする。また、各  

施設は需要点からの距離が近い方が需要を獲  

得する権利があと 

． 

減少するものとし、次のような関数で表され  

るとする。  

すなわち、その需要を獲得できる距離の範  

囲はもである。ここで、需要点が2つの施設  

の中点に位置する場合は、両施設に等し〈分  

けられるものとする。・したがって、ズが定まっ  

ているときのyの購買力Ⅳ（yl諾）は、   

Ⅳ（ylご）＝∑紬）叫＋妄∑仙）ぴi 研＜ごiyi＝ごi   

ただしごi＝－ご一旬巨机＝ly－勘l   

と表される。  

3 解法   

乱乱 メジアノイド問題の解法  

メジアノイド問題とは、施設ズの位置£が  

与えられたときに、yの購買力Ⅳ（yl£）を最  

大にするyを決定す皐ことである。すなわち、  

【メジアノイド問題MP】   

Ⅳ（掴＝∑仙）…言∑紬）叫            研＜ごi        肌＝叫  

→matX   

となるyを見つけることである。   

実際にyの最適配置を求めるにあたって、  

∬とyの支配領域の境界点、限界点と需要点  

の位置関係によってyの配置政策は大きく変  

化するので、パターンに分類し詳しく調べる  

必要がある。   

分類したパターンは次のとおりである。   

Ⅰ．需要点上にyが存在しないとき   

旦二虫 
1一 
do  

（トα‘l≦壷）  

O  佃－αil＞も）  

£（ご）＝  
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（1）ご＋も≦yのとき  

（2）ご＋2do＞y，空室≠αβ  
（∀5∈（1，2，…，m））のとき  

諾＋y   
（3）諾＋2do＞y，丁＝α8のとき   

Ⅱ．需要点上にyが存在するとき  

（4）£＋2do≦yのとき  

空 
（5）ヱ＋2do＞y，≠α8  

（∀5∈（1，？，…，㍑））のとき  

諾＋y  （6）霊＋2do＞y，rr＝α8のとき  
以上のパターンを調べたとき、最適解は  

（3），（4），（5），（6）の■ときに、ある条件の下で存  
在することが分かった。  

3．2 セントロイド問題の解法  

セントロイド問題とは、あるズの位置£に  

対するメジアノイド問題の解を解y＊（ヱ）とし  

たとき、最大のlγ（ごIy＊（諾））を与えるご求め  

ることである。すなわち、  

【セントロイド問題CP】  

Ⅳ（抽））＝∑軌＋◆芸去肋              ごi＜机  

＋〉maX   

となるごを求めることである。このとき、  

［定理1】   

セントロイド問題の最適解は需要点上に存  

在する。  

この定理から、◆ズは各需要点上を探索して  

いけばよいことが分かる。さらに探索する需  

要点の数を減らすことを考えて、次にアルゴ  

リズムを示す。  

【アルゴリズム】  

1．与えられた問題に対し、全ての需要点   

上における施設ズの購買力Ⅳ（諾）を求  

め、購買力を最大にする需要点から順に  
〟1，〟2，…，仇とラベルをつける。  

2・〟1における購買力をWお1とし、喜l竹オ1  

をⅣ（諾）の下限値とし、l板エで表す。  

3．勒エを越える需要点におけるラベルが  

存在すれば4に進む。もしなければ終了  

する。  

4．ズが〟1にあるときⅣ（ylヱ）が最大とな  

る場所を調べる。  

5．lエーyl≧2d。においてⅣ（ylヱ）が最大と  

なるとき、このときのェがセントロイド   

問題の解となる。逆に、lェ一計l＜2doにお   

いてⅣ（ylェ）が最大となるとき、このと   

きのyの位直y＊に対するⅣ（ヱI計りを求  

め、Ⅳ云より小さいとき、このときのごが  

セントロイド問題の解となる。逆に、大  

きいとき、このときのⅣ（ごIyりを下限  

値とし、勒エを書きかえる。3に戻る。  

このアルゴリズムによって、最適解はすべ  

ての需要点上を調べる必要がなく、毎繰り返  

しで更新される下限値と比べることによって  

調べる点を減少させることができる。  

4 おわりに  

本研究で、必ずしも必要とは限らない需要  

を競合施設配置問題に取り入れた研究を行っ  

た。本研究は、ネットワーク上の場合にも拡  

張されるであろう。また、Na5h均衡解の存在  

の有無を調べると更に興味深い研究となると  

なるであろう。本研究の廃法に関してはまだ  

決して効率的なものとはいえず、 もう少し最  

通解の候補点を削除する必要がある。これら  

の点も含め、また、平面上への拡張も現在検  

討中である。  
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